
 

さんさん会 2014年 3月度例会 議事録 

                     2014年 3月 9日 

             記             出席者 44名  

                                   司会 井手     

※新入会員の紹介とご挨拶 

 ・新井氏（高倉さんの紹介です、趣味は釣りだそうです） 

・飯田氏（1月の演芸会で名調子を聞かせて頂いた南亭八つ太師匠その人です） 

※鴇沢氏の退会挨拶  

 ・後期高齢者になって後進に道を譲りたいと思い、今後はスポレックの普及と音楽活動に 

 注力して行きたいとのことです。 

  

《白熊会長挨拶》 

 ※今季の運営委員も今月で 1年の任期を終わり来月は年次総会となります。  

《分科会活動報告》 

● 悠遊倶楽部（白浜） 

・3月 26日に湯河原幕山に観梅とウオーキングその後、真鶴の海を歩いて来ました。 

●サンファーム（海崎） 

・ジャガイモを 3種類植えました、6月中旬には収穫出来ます。 

●大人の積み木倶楽部（藤田） 

・2月に飯沼氏、3月に松本氏が参戦し、会員は 17名に。 現在までの順位は 1位藤田氏  

2位高橋氏、3位伊藤氏 第１土曜日、第 2、3、4金曜日に開催しています。  

●ゴルフ育成塾（西村） 

・１月、２月はお休み ３月１８日に花咲 CCで開催します。１２人が参加予定です。 

●カラオケフォーエバー（日下部） 

 ・毎回１０人位が集まり会費は￥1,000です。 4月からの役員は井出、水山、鈴木の三氏です。 

●茶話会（石澤） 

・来られた方に一言づつ話してもらっています、どんな映画を見たとかの話題が多い、 

 気軽に参加して欲しい、お待ちしています。 

●ほろ酔い倶楽部（西村） 

・前回 17名参加し全員とゆっくり話が出来ない盛況でした。 3月 26日は悠遊クラブとコラボで 

 ≪千鳥が淵の桜と国会議事堂でのランチ≫がメインです、25名の申し込み有り 

●Open Seminar 英会話講座（海崎） 

・昨年 1月から始め 14回実施して来ました、3月の開催が最終回となります。 

 講師の海崎氏にお礼の宴を開催したそうです。 

 



● ＰＣタブレットスマホなんでも相談会（水山） 

・月 2回ペースで実施し、その都度、それぞれの課題を解決しています。 

 4月からは第 3金曜日 13：00~17：00と時間を拡大し開催します、会議室費で幾分のご負担を 

 お願いするかも知れません。 今迄は予約不要で行なっていたが今後は予約をお願いしたい。 

●軽音楽部（久谷） 

・1月にメンバー募集し 2月に立ち上げ懇親会を開催した、現在、楽譜の準備中です、 

 4月から練習を始めたい、参加希望者 大歓迎です。 

●ゆる体操（藤田） 

 今期 39回実施した、4月からはさんさん会から分離独立し≪ゆる体操クラブ≫としてスタートします。 

3月 3日に総会を開催し、会長に松本氏 他に 6名の委員を選出した。 

 今迄は麻生区より助成金をもらっていたが今後は助成金に頼らない方針でその為に 

 月会費が￥1,000⇒￥1,500 入会金￥500になります。  

 ゆる体操立ち上げに尽力された藤田さん、植木さん、齋藤さん、誠にお疲れさまでした。 

 

 《事務局より連絡》（植木） 

 ・自己紹介カードは殆ど集りました。 

 ・こちらから連絡しても全く連絡を頂けない会員や退会希望の方を含め 72名の定員に対し 9名の 

欠員が有りますが今後、新入会員 4名を見込んでおり残り 5~６名の枠があります。 

  退会された方：Ａ班 吉森（故人）さん、田中英次郎さん、Ｂ班 渋谷さん、福村さん、 

       Ｃ班 岡崎さん、池松さん、小林（良）さん D班 岡田さん 

       E班 東畑さん Ｆ班 鴇沢さん 

 ・平松氏・・・・・名字が旧姓の狩野になると報告がありました。  

 ・東川氏より・・・4月 13日（日）麻生区役所にて≪あさお子育てフェスタ≫が開催されます 

   麻生区で初めての試みであり成功させたい。皆様も是非、参加して下さい。 

 ●３月の誕生祝い 

 ・雨宮、野口、名越、田中、藤田の各氏  

 ●今月の公園清掃 

 ・C班 D,班 

 ≪第 2部≫ 映画鑑賞 命の作法   

 豪雪、貧困、医療過疎の現実に敢然と挑戦した岩手県沢内村の旧村長、深沢氏の生命尊重の理念が 

地域に根付き、地域を良くしたい、共に生きていこう、人の力になりたい、こうした想いが村民に 

 広く共有され高齢者や知的障害者や養護施設の子供を地域ぐるみで支えていく。 

 深沢氏の≪人間の命に格差があってはならない≫ 

 ≪子供達が楽しかった記憶の数だけ強く生きる力になる≫  

  人の優しさと笑顔が静かな感動を誘う心に残るドキュメンタリー作品です。 


